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　　　　　　　　　　 井 上 清 恒 （昭 和 醫 大 生理 ） （］！　4P 年 12 月 15 日受領） ．　 　 　 　 　
’

　 緒書　從來 の 電氣 刺轍 の 實驗 に は 多 くは直流，蓄電器 の 放電，充 電電流 な どが 使 用 さ れ ；そ の 刺激閾値 に

闢 して ほ 幾多 の 縞密 な實驗結果が 累積 し．又 こ れらの 結果を基鍵 とす るい くつ か め刺碑理論 も展開 され て い

　る．しか し交洗に よる遡激實驗はその 報告も少 く， これに關する理論 もま だ完全 で ある とは 言 い 難い 状態で

あ る・こ れ は 臆 の 周 灘 の 定常な交灘 實驗納 で 舳 に 難 紺 る技術 上 の 困耻 そ の 實驗結果 Q複

雜さに 起因す る もの で ある 。 著 漏等は 一
昨年來交鵜に よる刺燉實驗を行い 撒 の 諦理 論 の 臉討を行つ て L

、
・る 。

　こ こ に は そ の 結果 の うち，交灘 の 刺激閾値 に 關す る 部分 だけを發表 す る 。

』
　　　　　　　

一

　 實繊方法　材料 に ほ 冬眠 中 の ヒ キ ガ エ
・レ βげ Ovul ．gal

’is の 縫工筋を用 い た 。 體外に 舅出 して 1 時 間 くら

い 正常 リ ソ ij　，L 液 に ひ た して ，定 常状態 に 蓬 して か ら 實 驗 を 闘 始 し た 。 筋肉 は 刺激の 結果收編す る の で ， 刺

瀲需極 の 位置が 移動 する恐れが非常に多い か ら，こ れ を さ けるため に 中央 に 隔壁を設けた液體電趣を使 用 し

た．電極箱 1主 パ ラ ・
イ ・ を 浸 み こ ま せ た 本製 の もの で ・長さ 10・ m 幅 5・ mee さ 3・m ・こ の 中央 に セ tU °

、　
・

イ 嘆 の 隔壁を設け ， そ の さ しこみ匍 こ よつ て縫工筋 の ・映 部を雕 した ・ 驩 に よつ て ・2 分 せ ら れ た瑠極

箱 の 兩室に は リ γ ゲ ル 液を充 た して 筋肉 を ひ た した 。 　　　　　　　
’
　　　　　 ．

　 刺激需極に は Zn −ZnSOI 一ぜ ラ チ ン ーリ ン ゲ ル 系の もの を用 い ， こ れ を電極篇 の 兩 室 に 夫 k 　1．個宛裝 置 し ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

た 。 こ の 電亟を通 じて 電洗 は 電極箱 の 1 室 の リ ン ゲル 液 に 溌れ　更 に 隔壁の 部分で 急 に電洗密度が大 き くな

つ て 務線維中に 入 り隔壁下 だけ で ほ 筋肉丙 を 濫れ ， 礑極箱 の 反翌鋸の 室 に 入 ると共 に 再び筋線維を出 で て ，・

周園の リ ン ゲ ・レ液を通 じて 第 2 の 刺激電極に 入 る こ と に な る。こ の よ 5な 襲 置に 於て は 刺激作用は隔壁 の 部
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L

分 に 生ず る 生 理 學 的な 陰極で 發 生す る こ とに なる の で ある 。

　　刺激閾埴 を 決定 す る に は 筋肉の 最小收縮 を酬票 と し た。　 ．
’
　　

・
　　　　　　　

丶

　 変 洗發 生 裝置 に は 横河製測晋 1 號 CR 型 發 振 器を取 ・た e 本器 は 蓄 電 ee・C と抵抗 R の 同調 回 路を反結合 の ・

、
媒體 とす る發振器 で ，發 生 周波數は 同調回路 の 容量 C或 は抵 抗 R に準比鯛す る よ うに 設計 せ ら れ ．　 20cycle ！Sec

　か ら ］1，000cycle ！sec ま で 直譌式 ダ イ ヤ 」L の 調 飭 に よ つ て 自由 に 變 え る こ とが 出 來 た 。

　　發振周灘 は 100D 　 cycle の 9 叉 發振器を標 準 と し て オ シ ・ ゲ ラ ・ の gesに まつ て補車 した が 1 大 皚 に 於 、

　て 正 確 に ダ イ ヤ ル の 月盛 と 一致 し， し か も安 定 で あつ た 。 な お 波 形 は ブ ラ ウ ン 管 に よ つ て 瞼 した が
へ

各周波

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 暾 と も可 な り正 確 な 正 眩 波で 倍 音 を ふ くん で

　　 　　 、 ・な か つ た。本器 に fm 蹇管 と して は C乞501

　　 　　 ri；Z 個，　 CZ　504 が g個使 用 され ，出力回路に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　 　　 は變 成器が附屬し ， そ の 出力倶唖に 亞 酸化銅整

　　 　　 流型 の 出力 電 壓計が 附 い て い る o こ の 電壓計

　　 　　 は 勿論實効電壓 を 示 す もの で ，ブ ラ ウ ン 管の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、ノ

　　 　　尖頭雷蓙に よ つ て搬 し繰 果 周蘭 に よつ て

　　 　　 指 示電壓の 變化が多少起る こ とが 明 に な つ た

　　　　　　　　　　第 　 ・ 　固 　 　 　 　 　 の で 實驗 に あた つ て ｛瀰 正 した値鞭 用 した ・

　　刺激回路は 第 1 躡に 示 され て LLる 。 發振器 の 出力端 に Bl
，
−R

」 な る抵抗 を連糟 して ， こ れ を電壓分幽器 と

　した 。 即 ち R1 十 R 」 の 鱆 は 常 に一定 に な る よ 5に し （5000　n か 或は 2000 　n ），　 R ．t，　R ∠ の 比率 に よつ て 筋

　肉 に 加 えられ る刺激電壓 を加減す るの で あ る 。 又筋肉に至 る 回路中に は H3 奉る抵抗を 入れ ，筋 肉，電極 ，

及 び R
、 を 加え た 抵抗が 2。，卿 ・〜SO・eoO・n ・｝：調節 した 。　mx 電極を ふ くめ た筋肉嘛 抗 は 實驗 の 始め に

　刺激實驗 の場合 と お な じ條件に して 弱い 交溝を通 じて 亜 酸化銅整滌形 の ミ ク ロ ア ソ メ P タ e を用い て そ の 値

　を讀み ， 弐 に 刺激電趣 ，筋 肉 の 代 りに 着通 の 抵抗器 を挿 入 して，前 と同 じ振れを生ず る よ 5に 抵抗を調節 し ，

　　1）　文都省科學研究 費 に よる 。

、
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＼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　　　　　　　　 li　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

こ の 抵抗値 を もつ て 電極，筋肉系の抵抗 とし た ・ こ の 値 は大體 seOO 〜6000　n で あつ た 。

　抵抗
1R

，

』
に は 短 絡電鍵 Kl を附 屬 さ せ ，又 筋刺激 回 路 に は 電 鍵 K ， を 入 れ た o ま ず K

】 を開 く ご とに よ

つ て 筋肉 に刺激電流 を 通 じ，K ， を開 くま で の時 間を 1 秒 と した 。 　　　　　
幽
　 こ　　　　　　　　　

’

　刺激 に あた つ て は發振 器 の 出力 の 實効電壓は 常 に 20velt に 一定 し，　R 　i　R ， の 調 節 に よつ て 刺激電流 を

變化 し ， 最 小收縮 を起 す 最 も弱 い 電 疏 ， 最 小 收縮を起 し得 な い 最大 の 電流を求め ， そ の 中間 の 馗を もつ て荊

激閾 値 と し た 。 こ の 際刺激電唾i削 ち

’
Rn の 兩 端 に加わ る電壓を V と す れ ば

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E

　　　　　　　　　　　　　．　
v 『

型 齢野1・ ・ 1　
1

　　　　 ・　 ・

　坦 し E は 發振器 出力 め實効躍壓皀i亅ち 20　To 】t で ，　 R ’

3 は 抵抗 R3 及 び 刺激電 ua−r 筋肉系 の 抵抗 で あ る P し・　　　 ・

た が つ て 贓 融 ・鰍 騨 歔 式 ・ 示 ・t・翻 1ち

ー
・一 番，

　實驗結果 　以 上 の よ 5な方法たタつ て 鵠 cycle ！sec か ら 11
・ OOo　cyclefsee に 至 る 周波數 の範圍 で 各周

ntenの 交流 に 劉 す る 剰激閾 値 を測定 し た 。 弐 に そ の 結果 を示 す 。閾埴 は實効電流 の ミ ク ・ ア
’
ソ 4 ア T に よつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
て 示 され て い る 。　 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　第 1 ．
表 媼 度 IC・gC

）

第 2 表 （温 度 】4°c） ’

cy ・1・，・・ec 　1 ・・ 8。 い・・ い・・ い … 4・ i唖 毛・8・1聯 ・陣… i  。6・1　・・… o．

閾 値 ・ Ai　
535 ° 4・8 ・ ・ h ・ 6・・ 1・・ … 1・州 en・ ［37・ を8男

◎

　以上 の 例か ら明か なよ 5に 、周波 數 が暦加す る に つ れ て 閾 値 が 上 昇す る。こ れ構繭經 の 交漲刺激に つ い て

從 來 知 られ て い る現 象 で ，交 疏刺激 に 於 て は陰性 『職 が 刺激作用を呈す る も の とす れ ば，周 渡數の 増大 に ge　一　　　 ．

　な つ て そ の 持績痔 聞 1 換言す れ ば 利用鋳 が 短 くな る こ

　 と を 考慮す れ ば當然 の こ とで ある 。

・　 又周 歿數 をli
’
くすれ ば閾値は 家第 に 低 丁 す るが ，あ

　る周 波數 に 至 つ て 極小値 を 呈 し， こ れ よ り 周波數が

　減少す る と再 び閾値 が 上 昇 す る。上 に 竭 げ た 例 で は

　15e　cycle 　sec 及 び IOD　cycle ．　Eec に あ た つ て極小閾

態が 現われ て い る 。極小閾慎を 示 す周 波數を Hil］は

optimutn 　frequency と 1呼ん で い る 。
optimuDI 　frequen −

ey 以 下 の 周波 數 で 闕鱆が 上 昇 する の は 電疏 の 誣 過が

緩や か に な る ため に accomodation が 發 生す る た め で

あ る こ と ぼ 神經 の 交流刺激 に つ い て 多 くの 人 々 に 認 め

られ て い る 所 で ある。骨骼箭に 於 て は 神終 の 交流 刺激

の 場合 に起 る現象 が 大體挙 行 的に現れ る こ とが 以 上 の

實驗結果か ら明に され た 。optimu 皿 frequcucy は 温 度

に 影響せ られ る こ と も從來 の 紳經刺激 の 實瞭結果 か ら

確 認 せ られ ，温度 の 下降越 optimum 　frequency が 周

波數 の 少 い 方 に 移 動す る とい 5の で あるが ， 著渚等 の

簧 驗 に 於 て も大體 こ の 噸向が 見られ た 。

　なほ蓑滑等の崩い た發振器 ほ 20cycle 以下 の周波

　 i　 　　　　　 ・

・畢

2

1

50

50

丶
　　第 　　2 　　園

50〔〕
．
1．coe

O　　　　　 IDD 　　　　　　　　　 童β00

　 　 1　　　　　 10宮 η

　　　　　　第　　3　　圓
、

te，cmo

、
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　

’

　
’
數 の 交流 を發 生 ゼ》し め る こ と ぷ 出來 な い の で ，30

’
　cyale 以下 に eptimum 　frequen（ty カζ移佇 し た場合 ほ測

　 定 が 不能 で 　極小閾値が得 られ な L・例 も多數あつ た 。

　　 N 。。n ，tの 理論 の 鮒 N 。 偲 肺 芝輔 形態 に鰍 を通 じる とき，形 質膜 の 陰極 に 集積す る イ ナ ジが 一Z
馳

灘 に 逵 し た とき難 が 起るとい 5想定 の もとに轍 理 論腱 設 レ 交流刺激 を・ あ た つ て は 勘 式 黻 立 す

　　る こ とを逮 ぺ て い る 。聊 ち i＝ Ks ／下 こ こ に jは 閾値電潴強 嘆・n は 周波數 ，　K は 常數 で もる。上式 を變形

　　す れぽ iV 言
r
＝ K とな る 。 1く庶以 上 の 理論 か ちは 周波數 n に かかわらず一定 と   る べ き こ と が 要請掌

られ

　　る。それ で 著者等 の 實驗結 果 に つ きK の 數値を計算し た ・ そ の藾果K は常數 と な らず ・
n の 函墜で あ る こ と が

　　明 か と なつ た 佛 2皹）．し た が つ て N ・ rn ・t の 蝋 腋 灘 嫐 に あた つ て tt・その 皺 數 噸 い 鯛 に わた

、　　　
1

　　つ て は 適用 不 可能な こ とが 知 ら れ た 6

　　　Hi 重1切理齣 檢討 193G 年 に Hill ほ N ・m ・t とは 全 く別の 灘 か ら 電洗束臘 の 理 論 を提出 した ・ ．伽

　　swcを被刺 灘 態 に 邇 じる ときほ 1。 cal ・ ex ・is・・j・n （V ）鵬 す る變化儼 生 し ・ N 時に 騨 （U ）も劉 ヒ7る

　　もの と し た 。 そ し て V が 高ま っ て U をPtl一と きに 鰭 が 起る と し た の で あ つ た ・ 彼 の 理 論を交流刺激 の 場

　　合に 適用 す れ ば ，閾 値電粥 鍍 を縦 軸｝こ ， 鯛 波 の 數雛 を横軸 に と る とき髻こ曲線が ・pti’n ” M
．　
f「 eq 岬 cy

　　を 中 心 と して 左右 に 相稱的 な形 に な る．著講 の 實鹸例 に つ き こ れ を 檢 tT 見 た 廼鞘 3 剛 ・ 示ナ よ 5に

　　・ P・i… ・・e ・Uen ・・　

’
・ 現 b れ ・ … 例で ・ 畑 瑚 の 理 ・・｝こ よ る 蜘 囎

され る よ

’噸
・
　 J

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†
＝1 ＋

下 ・°4・rt…λ2 耳　　　更 に Hill の 理 論 に よれ ば optitnunl 　frequency よ b周波數 の 低 い 個 で は

’

　 　 　 ・ 　 　
’

高い 飆 ・

』

煮薹 ・ タ羅
・

・
と な… が 賭

　　　　　　　　， 　 4・u せ られ る ・ こ こ に π は 圓周鼠 λ 及びK は 常 數 ・n ．は

　　　　　　　　　　　　　 　　　 周波數，
三 は 閾値電流強度 ， i・ 似 【heobase で あ

　　　　　　　　　　　　　 　　　 る 。 io； K ，入 が 常數 で あるか ら ifは夫 々
11n2

及び
’

　　　　　　　　　　　200 　　 nL
．

の 一攻函甎 と な るべ きで ある 。 それ6 　optimum

　　　　　　　　　　　　 　　， freqUency よ り周 波e歡di小さい 部分 で は i2 を縱軸

　　　　 　 、ぞ・

！。
・
を襯 に Eれ 臆 襯 尋られ ．又 ・。・・一

■

真

0

尸

10

50

o

60　 　　50 　 　 　 　 　 　 5｛〕

第 　　4 之華 岡

10D

5

第　　5　 圖

　 　 10
　 　 π 1箕℃ ．
4

frequen ・y よ り瞰 數 の 大 訟 側 で を洞 じく
」2 を

縱軸 に 横軸 に は n1 を とれ ばや ex　lj直線が 得 られ る

筈 で あ る。、賢 際 Hill 及びそ の 門 下 は 隷經 に つ い て

こ の 關係が 成立す る こ どを貴驗的 に 證明 しだぞ
）で あ

つ た 。 著渚等 もこ れ に な らい 筋肉 に っ い て 得 られ た

實驗倒から ζれ を儉 し た が ゼ 第 4 圖 に 示 すよ 5に

1，000cyCle ，tsec に 相當す る財t近 まで は 大體 に於 て

理 論的要 請を滿足す るが こ れ 以 上 あ周波數 の 域 に

於 て は 直線 とな らず曲線 とな ちの で ，高周波賊 に於

て は 伽 め独論か ら齦 す る こ とオ・明 と なつ た ・

同樣 な傾 向は Hin 等 の 紳經に つ い て の 實驗緕 果 の

場合 に 槻 われ て い る。 こ れは高 周波域に 於 て は被

刺激形態内部 を 通 じる電流 の 流線 や 抵抗等が ge　SJ　，
又 躯 球 の 容量 効果な どが實驗威倒 を亂す こ と・が 考 え

られるボ 何れ に せ よ高周波馘に 於て e： 耳illの 理

論庶そ の ままで は 爰 當 しな い 。

　Weiss の 式の 梅討 彡〜に 著者等 は 從來直濘刺激に

闘 して 廣 い 妛當性 を有す る
．
Weiss ．q）蜜 驗式 に よ つ

て著者等 の 實驗結果を整理 し て み る こ と に し た 。

’
o

‘
’

’

、

d

「

　 　 　 　 　 　 s

N 工工
一Eleotronio 　Library 　Servi ヒ



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

4 （253） 動　物　學　雑　誌 ．第 5゚9 肉蹇…。第 工1 凱

●

IVeiss の式ほ i＝a ＋ bt な る形で 示 さ墨1 ，　 i は閾値電流強 度 ，　 ’t 禄利 用時，　a　b ’ま夫 々 常數で あ る 。．N な お薯

　電器 の 放電電流 に よ る 刺激 に 關 して は HOOTvveg の 實験式 ， 充 電電洗刺激 に 開 して は Fabre の 寅驗式 が
　　　　　　 ：
行われ，こ ｝L ら の 式 ほ共 に V ＝ a 十 b

，
CR （但 し C は 蓄電器 の 容量，　 R　（t 回路 の 抵抗） に よ つ て 現わ さit，

　Weiss の 式 と 同一形式 で あ る 。 交 流刺激 に あた つ て 翹激作朋 を 起す のほ至 波で な く陰姓孚波 で あ る こ とが 、

一
想 傑 される の で ，そ の 利 用 時 ほ 112

。 s  　とな る 。 それ で 階軸に 1！2n を と り，縦軸に閾植電流強度嚢 と る と

第 ・P ・ ・i・す よ 5・it ・P・… m 　fr・q ・6・ ・y 以一ヒの 周波數 ・ 域で ・・大蠍 曲線を呈 t ・ ・ 躑・ ・一

拿・ 老 な

　る 式が 成立 っ の で ある 6 なお こ れを檢す る に は i・112n ＝・　a ＋ 112n ＋ b な る式 に なお し ， 縦軸 に i・1／2n を と

　り　 概軸 に 】
’
2n を と る と き は 大饐直線 と な る 。 但 し 1／2n の 小 さい 範 園即 ち 非常 に 周波嗷 の 大 な る部分 で は

直線 か らの 逸醗が 起 るが ， これは 直流朝激 の 場合 で も t の 値が 小 さ くな る 場合に は
一

般 に 見 られ る現象 で

’

　あ る。 し たがっ て 交流刺激 に あた っ て は大體直疏刺激 の 場合と お な じよ 5 に Weiss の 式 と同 一形弐の 實驗
鹽
式 が 成立 する 。 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 ・　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 ． ．

　
“
糖 括 1） 30 〜エ0，0GO　eycle ：

’

sec の 交流 に よ り，　 Bttfo　vutgatis の 縫 工 筋 を刺激 し闇鱈を定 め た 。
2）多

　くの 實驗例に 於 て は HM 飢 、わゆる opt ｝mum 　freque皿 四 が 現籾 Lた 。 3） optimu 皿 frequency
’
よ り周

　波 塾が 大 と なっ て も小 とな っ て も閾 値 は 上 昇 す る。 め Nernst の 理 論式を 得 られた實驗結果 か ら搬討 し た

が iy》　n の馗は 周波數 によ っ て變 り常敷 と な らな い か ら．．こ の 理 論 の交流刺激 に對す る爰當性 ほ小 さい 6

　
「
o ） 1936 年 の Hill の 電流刺激 に 關す る理論 を樵討 した 結果 ，笏肉 の 刺 瀲 に あ た っ て は 1000 　cyolelsea 域

下 の無周波 域に於て ほ 大體 こ の 理 論 は爰當 で あるが ， 周 波 秘 が こ れよ り大きくな る と こ の 理 論 か らの 逸瞬が

　大 き くな る 。6）刺激 の 閾値電流強 度 i と周 波 籔 の 21倍 の 逆 數 ，即 ち IX2n と は 双曲線關係を示 す 。 し た が っ

・直流黼 ・ 場合 ・ w ・i・s の
糊 諺 式 ・ ・一・ ＋老 な 籏 驗式が 戯 す …

　　本實瞼 に あ tl−？．て は教 室同人 石 崎 芳夬，武重
：F冬兩 霜 の 助力を受け た こ と を附記 し謝意 を衷 す る 。

　　文献 NeTnst ，　W ．　 tO8
　PflligeT’

s　ATcb ．
，　t22．　Ilill，　A ．　V ．　 ，36　Pr  ．　 R 。y ．　S 。c．　 bOnd ．，　Ser．　B ，119．

　　　　　　　　　　　　　　　 ホ ウ ボ ウ の 稚 魚 に 就 て ・

　　　　　　　　　　　　　　黒 田 長 禮 （19・r）  年 3月 13日受領） 　 　 　 　 　 　 　 ’c’

此魚 は 吾 々 の最 もよ く知 る種類で ， 其分布 も廣 く，．本州 。四 國 か ら南は 支 那 海 ・馬來群島 ・酬 。 タ ス マ ニ

ャ ・＝ ユ ウ ジ ーラ ン ド並 に 南 ア フ リ カ
’
に も及 ん で い る o 學名 Clteb

’
donich　thys ．kntnu （Lesson　 et 　 Gamot ） と

稱 し，莱名 で も　．Knmp 　Garnard とか Red （1　 rnard とか 呼‘渕 しる o 斯様 に 赤色 の 名が ある が ， 成 魚で も活

魚 は 赤味が 少な く，死後 に 墸 し て くる こ とが 多い o 稚 魚で は 全 く赤殊がな い と云 つ て も よい 程 で あ る o 此種
は 沼津市 桃麹 の 澹岸 に 近 い 處に 縷ん で い て ，威 魚 は 稍 々 藻 所 に 移 るもの であ る 。 以 下 に 稚魚 16瀦 の 調査 の 結
果を報告す る。

　稚魚新解色一一 ，946年 3月6H 桃 郷 の 小曳網 に て 捕獲 の 至長 53・5n｛m の もの o 體 形 ・斑 絞等 は 大體親魚 と 同

樣 で あ るが體色は 斃死後 の もの と 雖 も全 く赤 ees：lt〈・ 頭及び背面 は 黒Pt色 で 體側 中部以 王の 背方 は灘 葩
の 地 色中 に 多數 の 大小 不 規則の 暗色斑 （圓點 ・長味斑等 ）がk 面に あ り， その 内で 置の 後方 の もの 4〜5箇は

毳纛 繼 蹼灘募i論 融鷭離讐禁灘 覊 鱶翻灘 鰥 懇 灘 島

第 ユ圖 　沼津市桃郷 ホ ウ ボ ウ 稚魚　實大 C73mm ）
　　　　 （28．V．　王948 ｝

　 樣 2 縱列 帶が あ るが ，赤色で は な く茨色 で

　 ある o 胸鰭 の 長 さの 割合は大饐親 と同樣 に

　 長 く． 外面 黒色で ， 軟條部上牛ほ桃色 と擬 白

　 色 と の 交互 斑をな し，
1歓條部 中央に擬 白斑

　が ある 。 胸鰭丙面は 黒色 に 約 4横 樽を形成

　 t る淡蒼色 12驫を算え，．こ の 鰍の 數は 相當

　 の 變化 が あ る こ と は 後 に 表記す る通
’
b で あ

　 る 。 胸鰭の 遊離軟條 は
．
卜屶 の もの は 白 色

　に 桃色の 中央 i小黜が あ り，他 2 本は 擬 黒

　 色で ，萢部 と先端 とは 白い 。 腹鰭は 白色で

岱 先端 黒色 o 臀鰭は 白色。 上 顎側に灰黒色黄　
鹽
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